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6 マイケル・ポラニー 佐藤敬三訳「暗黙の次元」  紀伊国屋書店 1980 年 


























































































高嶋啓の博士提出作品は「Tacit OrgansⅠ」「Tacit OrgansⅡ」「Tacit OrgansⅢ」の３つから構成され
る。いずれもガラスを主体にし、鉄を支柱に据えた作品である。最初の２つの作品は直径３５ミリ、 7０ミリ
















































    
 
OrgansⅠはサークル状に配置したガラス管の内部に組み込まれたマイクロ振動スピーカーから非常に弱い身
体音が流れている。Tacit OrgansⅡは、床と平行に並べた４本のガラス管の内部にⅠと同様の身体音が流れ
ている。ただしⅡのほうはガラスが２重構造になっている。ガラス管の音はより振動が加わる。内側の歪ん
だガラスは内蔵を意識させ、外側のガラスは歪みがなく体表を感じさせる。 Tacit OrgansⅢは、Ⅰ、Ⅱと違
い硬化ガラスのボックスの内部から眼球を撮影した映像を投影し、外側に２重構造のガラス管を配置し、そ
こから眼球の中心を覗く構造の作品である。見る者は、身体の内部と外部の境界である目を通じて他者との
関係を意識させられる。３点とも、「暗黙知」という自身の作品概念が、ガラスと音で高度に組み合わされた
優れた作品になった。今回の発表は、やや狭い会場であったが、本人が望む会場空間になれば構成がより豊
になり、見る者に強くコンセプトを伝えられるであろうと想像でき、今後にも大いに期待が出来る。  
論文、作品ともそれぞれが大変優れたものであり、またその関連も深く結びついている。高く評価した
い。 
 
 
